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トンガ G157 日本語教育 個別 交替
4代目 2年 ・2023/3 ・2023/4 ・

2024/1

 

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育訓練省

2）配属機関名（日本語）

トンガ教員養成学校

3）任地（ ヌクアロファ ） JICA事務所の所在地（ ヌクアロファ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

トンガ教員養成学校は1947年創立のトンガ唯一の教員養成学校である。職員約25名、学生定員約200名。幼児教育、初
等教育、中等教員課程があり2学期制(2～7月、8～12月)である。教職課程と2科目の専門課程を2年間履修し、卒業後は
当該2科目の教員となる資格が得られる。学校制度移行のため新入生の受入を中断していたが、2016年から新制度にて
学生の受入を再開。2013年12月に草の根文化無償資金協力による「日本語リソースセンター」が敷地内に開設され、日
本語と日本文化の発信及び交流の場になることが期待されている。トンガではTonga National University(仮称)の開校
が計画されており、トンガ教員養成学校も大学傘下になることが予定されている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同校の日本語は高校教員養成コースの専攻科目の一つで、卒業生はトンガの高校で日本語教師になることが期待されて
おり、日本語の授業を行うのに十分な日本語、日本文化の知識などを備えた教師の養成を目指している。2002年の日本
語クラスの開始からこれまで4名の日本語教育隊員が派遣されており、20名以上の現地日本語教師を輩出してきた。将
来、現地日本語教師による日本語教育運営が実施できるようにするためにも同校への支援は不可欠である。また、2020
年1月まで活動した前任の隊員は新制度に沿ったカリキュラムの見直しを行い、後任にはその運用及び修正が期待されて
いる。その他「日本語リソースセンター」の管理・運営、コミュニティクラスの運営支援も求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

・日本語と日本語教授法の授業(週18時間程度)を行う。
・教育実習中の巡回指導を行い、配属先の求める巡回レポート等を作成する。
・配属先日本語カリキュラムの運用修正を行う。
・隊員不在校など、支援を必要としている学校を巡回し、日本語教育を行う。
・トンガ人と日本人の日本語教師で構成される日本語教師会に参加。
・日本語リソースセンターの管理、一般人への日本語教育クラスを運営する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

教科書(日本人日本語教師で構成される日本語部会作成の『さくら』を使用)、『みんなの日本語Ⅰ』、『外国人教師の
ための日本語教授法』、パソコン、辞書等

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13022B08_1.jpg?t=1668977930
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13022B08_2.jpg?t=1668985820


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
校長 50代男性
スタッフ25名 30代～50代男女、大卒
主な活動対象者:
日本語教育課程を履修する学生

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（日本語教育に関する資格）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：学歴社会であるため

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：実践的な指導が必
要なため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（15～33℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
派遣前訓練では英語を学習するが、活動で現地語も使用する。現地語はトンガ派遣後の現地語学訓練で約4週間学習する。
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